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平
成
15
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
よ
り
154
億
円
、
7.9
％

の
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
北
千
住
駅
西
口
再
開
発
、
中
学
校
２

校
の
改
築
工
事
な
ど
、
主
に
投
資
的
経
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
一
部
に
は
こ
れ
を
開
発
優
先
と
称
し
、
批
判
す
る
委
員

も
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
い
ず
れ
も
区
民
の
切
実
な
要
望
、

期
待
、
希
望
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。�

　
本
委
員
会
中
、
旧
本
庁
舎
跡
利
用
計
画
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
た
か

も
疑
惑
が
あ
る
よ
う
な
発
言
を
し
た
委
員
が
い
た
が
、
我
が
党
の

追
求
の
結
果
、
事
実
無
根
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
た

区
民
を
惑
わ
す
よ
う
な
デ
マ
宣
伝
に
は
毅
然
た
る
態
度
で
臨
み
、

正
す
も
の
は
正
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。�

　
さ
て
、
区
長
は
本
予
算
を
「
く
ら
し
と
産
業
の
明
日
を
拓
く
予

算
」
と
銘
打
ち
、
特
に
「
こ
ど
も
施
策
」
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の

入
園
祝
金
の
増
額
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、「
高
齢

社
会
施
策
」
で
は
、
介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
及
び
低
所
得
者
へ

の
減
額
措
置
、「
都
市
型
産
業
・
雇
用
施
策
」
で
は
、
千
住
仲
町

創
業
支
援
館
「
は
ば
た
き
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
オ

ー
プ
ン
な
ど
、
我
が
党
の
長
年
の
主
張
が
実
を
結
ん
だ
こ
と
に
賛

意
を
示
す
も
の
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
財
政
の
構
造
改
革
の
指
針
と
な
る
「
中
期
財
政
計
画
」

が
発
表
さ
れ
た
。
将
来
に
対
し
責
任
あ
る
行
政
を
展
開
す
る
に
は
、

当
面
の
財
政
や
行
政
運
営
の
あ
り
方
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
大
い

に
評
価
す
る
が
、
今
後
、
多
方
面
に
幅
広
く
議
論
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
期
基
本
構
想
「
太
陽
系
基
本

構
想
」
も
同
様
で
、
区
民
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
基
本
構
想
づ
く

り
は
、
区
と
区
民
と
の
協
働
の
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
区

民
と
の
協
働
」
の
前
提
と
な
る
の
が
、
区
長
の
め
ざ
す
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
区
政
透
明
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
区
政
の
実
態
は
、

い
く
つ
か
の
例
を
見
る
限
り
、
末
端
の
職
員
ま
で
区
長
の
意
思
が

通
じ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
学
校
２
学
期
制
の
導
入
で
は
、

議
会
へ
の
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
、
五
反
野
小
学
校
の
校
長
選
任
問

題
、
本
庁
舎
の
国
道
側
入
口
の
問
題
な
ど
は
、
区
民
と
の
協
働
を

め
ざ
す
区
長
の
姿
勢
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
猛
省
を
促

す
も
の
で
あ
る
。�

　
最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
我
が
党
の
委
員
が
指
摘

し
た
事
項
及
び
提
案
、
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
15
年
度
の
予
算

の
執
行
や
区
政
運
営
に
あ
た
り
、
特
に
留
意
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。�
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４
年
前
、
吉
田
共
産
区
長
か
ら
区
政
運
営
を
引
き
継
い
だ
鈴
木

区
長
は
、
就
任
後
直
ち
に
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
区
財
政

の
建
て
直
し
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
、
実
質
単
年
度
収
支
は
５

年
ぶ
り
に
黒
字
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。�

　
平
成
15
年
度
当
初
予
算
は
一
般
会
計
で
、
前
年
度
比
7.9
％
増
と

３
年
ぶ
り
の
増
額
予
算
と
な
り
、
23
区
最
大
の
一
般
会
計
規
模
と

な
っ
た
。
平
成
15
年
度
予
算
編
成
か
ら
本
格
開
始
し
た
包
括
予
算

制
度
は
、
単
な
る
予
算
の
配
分
だ
け
で
な
く
、
職
員
定
数
や
行
政

評
価
、
一
部
の
契
約
権
限
も
含
め
た
画
期
的
な
施
策
で
あ
り
、
そ

の
成
果
を
期
待
し
て
い
る
。�

　
ま
た
、
全
国
８
割
の
自
治
体
が
介
護
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
中
、

保
険
料
を
据
え
置
き
、
低
所
得
者
の
保
険
料
を
軽
減
し
た
こ
と
、

私
立
幼
稚
園
の
入
園
祝
金
の
増
額
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
、
さ
ら
に
、
雇
用
施
策
の
充
実
や
創
業
支
援
な
ど
、
15
年
度

予
算
は
、「
こ
ど
も
施
策
」「
高
齢
者
施
策
」「
都
市
型
産
業
・
雇

用
施
策
」
に
重
点
を
置
い
た
、
ま
さ
に
「
く
ら
し
と
産
業
の
明
日

を
拓
く
」
予
算
編
成
で
あ
る
と
評
価
す
る
。�

　
厳
し
い
経
済
不
況
の
中
、
区
税
収
入
の
減
少
・
低
迷
が
続
く
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
る
が
、
決
し
て
区
民
福
祉
施
策
を
後
退
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今
後
、
区
民
施
設
の
大
規
模
改
修
経
費

が
、
区
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
状

況
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
が
、
本
予
算
の
執
行
に
際
し
て
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。�

　
本
委
員
会
で
、
共
産
党
か
ら
予
算
編
成
替
え
を
求
め
る
動
議
が

提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
何
ら
検
討
に
値
し
な
い
内
容
で
あ

る
。
行
政
改
革
に
後
ろ
向
き
、
区
政
の
構
造
改
革
に
反
対
す
る
共

産
党
に
区
政
の
改
革
を
言
う
資
格
は
な
い
。
ま
た
、
動
議
の
内
容

は
、
北
千
住
や
竹
の
塚
の
再
開
発
予
算
、
常
磐
新
線
、
日
暮
里
・

舎
人
線
関
連
予
算
の
減
額
や
先
送
り
な
ど
で
、
多
く
の
区
民
の
期

待
を
裏
切
る
提
案
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
旧
本
庁
舎
跡
地
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
事
業
に
関
し
て
、
区
と
事
業
者
間
の
疑
惑
発
言
を
繰
り
返
し
、

本
予
算
が
あ
た
か
も
開
発
優
先
で
あ
る
か
の
ご
と
き
発
言
な
ど
再

三
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
事
実
を
す
り
か
え
て
、

い
た
ず
ら
に
区
民
に
不
安
を
与
え
る
も
の
で
、共
産
党
の
体
質
、

手
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。�

　
最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
で
、
我
が
党
の
委
員
か
ら
の
提
案
、

要
望
に
つ
い
て
は
、
15
年
度
予
算
の
執
行
や
、
こ
れ
か
ら
の
区
政

運
営
に
反
映
す
る
よ
う
要
望
す
る
。�

����

　
い
ま
区
民
の
く
ら
し
は
、
小
泉
政
権
の
も
と
で
ま
す
ま
す
悪
く

な
っ
て
い
る
。
区
民
の
く
ら
し
が
大
変
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
区
民

の
く
ら
し
と
営
業
を
守
る
と
い
う
自
治
体
本
来
の
立
場
に
立
っ
た

予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
15
年
度
予
算
の

特
徴
は
、
基
金
の
取
り
崩
し
と
区
債
の
発
行
で
膨
ら
ま
せ
、
投
資

的
経
費
を
突
出
さ
せ
、
極
端
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
開
発
優
先
の

予
算
と
な
っ
て
い
る
。�

　
予
算
案
は
、
介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
や
、
低
所
得
者
へ
の
負

担
軽
減
策
の
実
施
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
段
階
的

に
撤
廃
す
る
こ
と
な
ど
、
我
が
党
が
区
民
と
と
も
に
要
求
し
て
き

た
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
区
民
の
願
い
に

応
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。�

　
鈴
木
区
政
は
、
財
政
健
全
化
計
画
で
、
区
民
の
く
ら
し
を
削
る

一
方
で
、
投
資
的
経
費
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
構
造
改
革

戦
略
で
区
民
に
痛
み
を
押
し
付
け
、
自
治
体
の
責
任
を
投
げ
捨
て

る
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。�

　
我
が
党
は
、
15
年
度
予
算
を
切
実
で
緊
急
な
区
民
要
望
に
応
え
、

区
民
の
く
ら
し
を
応
援
す
る
も
の
に
す
る
よ
う
予
算
の
編
成
替
え

を
提
案
し
た
。
そ
の
柱
は
、
第
１
に
、
既
存
の
制
度
の
拡
充
と
緊

急
生
活
保
障
制
度
な
ど
の
新
設
で
、
区
民
の
生
活
防
衛
に
資
す
る

施
策
を
実
施
す
る
。
第
２
に
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
助
成

を
復
活
す
る
な
ど
、
福
祉
、
医
療
の
充
実
を
は
か
る
。
第
３
に
、

５
ヵ
年
計
画
で
全
校
の
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

教
育
と
子
育
て
を
充
実
さ
せ
る
。
第
４
に
、
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
商

店
街
支
援
事
業
の
創
設
な
ど
、
区
内
業
者
を
応
援
し
、
不
況
か
ら

く
ら
し
と
営
業
を
守
る
。
第
５
に
、
社
会
教
育
団
体
の
使
用
料
免

除
制
度
の
復
活
な
ど
、
平
和
で
文
化
豊
か
な
足
立
を
め
ざ
す
。
第

６
に
、
大
型
公
共
事
業
に
メ
ス
を
入
れ
、
必
要
で
あ
っ
て
も
今
す

ぐ
予
算
化
し
な
く
て
も
す
む
事
業
を
削
減
し
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
先
送
り
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。�

　
編
成
替
え
の
規
模
は
、
一
般
会
計
の
1.4
％
程
度
で
あ
る
が
、
区

民
の
求
め
る
方
向
で
、
ま
ず
こ
れ
だ
け
は
踏
み
出
す
べ
き
と
い
う

実
現
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。�

　
本
編
成
替
え
の
提
案
は
、
自
民
、
公
明
、
民
主
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
の
反
対
で
否
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
提
案
こ
そ
が
、
区
民
の
願
い

に
応
え
る
も
の
に
な
り
、
区
政
を
区
民
が
求
め
る
方
向
へ
転
換
さ

せ
る
も
の
と
確
信
す
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
会
議
に
て
討
論
）�

�
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デ
フ
レ
克
服
策
を
見
失
っ
た
小
泉
内
閣
の
下
で
は
、
景
気
回
復

を
期
待
で
き
る
状
況
に
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
益
々
消
費
活
動

は
落
ち
込
み
、
区
内
中
小
零
細
企
業
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
編
成
さ
れ
た
一
般
会

計
予
算
は
、
対
前
年
度
比
7.9
％
増
、
５
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前

年
度
比
6.3
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
性
質
別
予
算
案
を
見
る
と
、
一

般
財
源
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
に
対
し
、
特
定
財
源
は
前
年
度
比

25.9
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
基
金
の
繰
り
入
れ

の
増
、
特
別
区
債
の
新
た
な
発
行
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
財
源

対
策
と
し
て
は
、
各
基
金
の
取
崩
し
等
の
臨
時
的
財
源
対
策
を
講

じ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
区
民
税
、
使
用
料
な
ど
の
滞
納
整
理
、
徴

収
強
化
を
図
る
と
い
う
公
平
性
を
追
求
す
る
姿
勢
も
示
さ
れ
、
加

え
て
、
包
括
予
算
制
度
の
導
入
の
成
果
と
も
い
え
る
国
、
都
の
支

出
金
の
確
保
に
努
め
た
結
果
に
よ
り
、
収
支
均
衡
の
取
れ
た
予
算

で
あ
る
と
理
解
す
る
。
し
か
し
、
包
括
予
算
制
度
は
別
に
し
て
、

こ
れ
ら
の
財
源
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
不
透
明
な
経
済
状
況
の

中
に
あ
っ
て
、
今
後
の
財
源
確
保
は
一
層
困
難
を
極
め
る
事
は

言
う
に
及
ば
な
い
。
従
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
権
利
で
も
あ
る

税
源
移
譲
を
国
に
強
く
要
求
し
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。�

　
区
長
は
、
今
予
算
を
「
く
ら
し
と
産
業
の
明
日
を
拓
く
予
算
」
と

命
名
し
、「
こ
ど
も
施
策
」「
高
齢
社
会
施
策
」「
都
市
型
産
業
・
雇
用

施
策
」
の
３
つ
の
施
策
を
最
重
点
施
策
と
位
置
付
け
た
こ
と
は
、

区
の
将
来
を
も
見
据
え
た
施
策
で
あ
る
と
評
価
す
る
。�

　
歳
出
で
は
、
投
資
的
経
費
が
前
年
度
比
95.4
％
増
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
費
や
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

北
千
住
駅
西
口
再
開
発
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
維
持
補
修
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
等
の
事
業
に
あ
て
ら
れ
、
区
民
誰
し
も
が

望
む
も
の
で
あ
る
。�

　
学
校
２
学
期
制
の
導
入
は
、
賛
意
を
示
す
が
、
実
施
に
あ
た
っ

て
充
分
な
説
明
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。�

　
国
保
会
計
は
、
23
区
統
一
保
険
料
方
式
と
ス
ー
パ
ー
補
正
制
度

を
堅
持
す
る
た
め
に
今
後
と
も
努
め
ら
れ
た
い
。�

　
こ
の
度
、
中
期
財
政
計
画
が
策
定
さ
れ
、
足
立
区
の
将
来
像
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
中
期
財
政
計
画
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
執
行
に
努

め
る
こ
と
。
そ
の
他
の
事
は
、
予
算
要
求
で
示
し
た
事
項
に
つ
い

て
、
さ
ら
な
る
検
証
に
努
め
、
予
算
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

し
て
お
く
。�
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